
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
板状の固定部材（１）と、該固定部材（１）から延出された支持部材（２）と、該支持部
材（２）の延出方向における先端側に軒樋（Ｎ）の屋外側耳縁（Ｎ１）と互いに係合する
ように形成された先端側係合部（７）と該支持部材（２）の延出方向における後端側に前
記軒樋（Ｎ）の屋内側耳縁（Ｎ２）と互いに係合するように形成された後端側係合部（８
）を有する軒樋吊り部材（６）で主要部が形成される軒樋吊り具において、上記支持部材
（２）の上面の少なくとも上記固定部材（１）からの延出部分を該延出方向にいくに従っ
て下方に傾斜した傾斜面（３）とし、

したことを特徴とする合成樹脂製軒樋吊り具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は軒樋を吊り下げるようにして取り付け施工する軒樋吊り具に係り、特に、該軒樋
吊り具に降った雨水を確実に軒樋内に流下させる軒樋吊り具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、軒樋吊り具に降った雨水を該軒樋吊り具上面から落下させる手段として、建屋への
固定用の固定部材から延出された支持部材の上面を屋外にいくに従って下方に傾斜させる
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該傾斜面（３）を階段形状に形成し、各段の該傾斜
面（３）に側縁から中央に向かって下方に窪ませた溝を、支持部材の延出方向に沿って形
成



と共にその幅方向端縁に向かって下方に傾斜させ、この幅方向への傾斜により雨水を落下
させる手段が開示されている（例えば、特開平７－１６６６６８号公報参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、支持部材の上面をその幅方向端縁に向かって下に傾斜させると、該支持部
材の下に軒樋があれば雨水は軒樋内に入るが、軒樋がない部分（軒樋・建屋壁面間）では
、建屋側に落下してしまい軒先を濡らしてしまうという課題がある。
【０００４】
また、上記支持部材の上面が傾斜されていても、軒樋吊り具の上に降った雨水が建屋壁面
に向かって風が吹く場合には、雨水は押し返されて軒樋・建屋壁面間から落下してしまい
軒先を濡らしてしまうという課題がある。
【０００５】
したがって、本発明の目的は、軒樋吊り具の上に降った雨水を軒樋・建屋壁面間に落下さ
せない軒樋吊り具を提供することにある。
【０００６】
本発明者らは、上記に鑑み鋭意検討を行った結果、板状の固定部材と、該固定部材から延
出された支持部材と、該支持部材の延出方向における先端側に軒樋の屋外側耳縁と互いに
係合するように形成された先端側係合部と該支持部材の延出方向における後端側に前記軒
樋の屋内側耳縁と互いに係合するように形成された後端側係合部を有する軒樋吊り部材で
主要部が形成される軒樋吊り具において、上記支持部材の上面の少なくとも上記固定部材
からの延出部分を該延出方向にいくに従って下方に傾斜した傾斜面とし、

、該傾斜面に降った雨水をこの溝からつたわせて軒樋内に落下
させることにより上記課題を解決できることを見出だし、本発明を完成した。
【０００７】
本発明において、上記溝は、上記支持部材の傾斜面に該支持部材の延出方向に沿って形成
されたものであり、この溝が設けられた軒樋吊り具の支持部材の上面に降った雨水を該支
持部材の先端方向に排水させ取り付けられた軒樋内に落下させるものである。したがって
、この溝の形状は、雨水を排水できる形状であればよく、縦断面をＶ字状、Ｕ字状、Ｗ字
状、四角形、蟻溝状等の多角形状など適宜選択できるものであり、排水効果を考えるとＶ
字状、Ｕ字状が好ましく、さらに好ましくはＶ字状がよい。
【０００８】
また、上記傾斜面を

することにより建屋壁面に向かって吹く風
があっても雨水を逆流させずにこの階段形状からつたわせて軒樋内に落下させることがで
きることを見出だし、本発明を完成した。
【０００９】
なお、本発明において、軒樋の耳縁を保持する軒樋吊り部材は、軒樋吊り具として軒樋を
吊ることができれば製品として問題なく使用できるため、上記固定部材から延出された支
持部材と別部材であっても同一部材であってもよい。また、軒樋の耳縁を保持する部材は
建屋固定用の上記固定具に設けられていても良いのは勿論である。
【００１０】
ここで、本発明かかる軒樋吊り具は、上記 形性の面からは合成
樹脂が好ましい。該合成樹脂としては特に限定するわけではないが、具体的には、熱可塑
性樹脂（例えばポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル、ポリスチレン、アクリロ
ニトリル・ブタジエン・スチレン、ポリカーボネート）や熱硬化性樹脂の単体又は複合体
といった合成樹脂がある。なお、上記素材自体の剛性が弱い場合には該素材内外に剛性の
強い金属や合成樹脂若しくは補強繊維（例えばガラス繊維、アラミド繊維、金属繊維など
）を埋設して剛性を高めればよい。また、上記素材の表面平滑性を高める等のため、ゴム
や柔軟性を有するに有する合成樹脂を積層しても良いのは勿論である。
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該傾斜面を階段
形状に形成し、各段の該傾斜面に側縁から中央に向かって下方に窪ませた溝を、支持部材
の延出方向に沿って形成し

階段形状に形成し、各段の傾斜面に側縁から中央に向かって下方に窪
ませた溝を、支持部材の延出方向に沿って形成

階段形状の溝を形成する成



【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明にかかる軒樋吊り具は、板状の固定部材と、該固定部材から延出された支持部材と
、該支持部材の延出方向における先端側に軒樋の屋外側耳縁と互いに係合するように形成
された先端側係合部と該支持部材の延出方向における後端側に前記軒樋の屋内側耳縁と互
いに係合するように形成された後端側係合部を有する軒樋吊り部材で主要部が形成される
軒樋吊り具において、上記支持部材の上面の少なくとも上記固定部材からの延出部分を該
延出方向にいくに従って下方に傾斜した傾斜面とし、該傾斜面を

、該傾斜面に降った雨水をこの溝からつたわせて軒樋内に落下させ、これにより軒
樋・建屋壁面間から雨水を建屋側に落下させて軒先を濡らすという課題が生じない。
【００１２】
また、上記傾斜面を

雨水を逆流させずにこの階段形状から
つたわせて軒樋内に落下させることができ、これにより建屋壁面に向かって吹く風があっ
ても軒樋・建屋壁面間から雨水を建屋側に落下させて軒先を濡らすという課題が生じない
。
【００１３】
【実施例】
本発明にかかる第一実施例を図１及び図２に開示する。図１は本発明の第一実施例にかか
る軒樋吊り具を模式的に示した斜視図であり、図２は同実施例を建屋に施工した際の説明
図である。
【００１４】
この実施例にかかる軒樋吊り具の主要部は、板状の固定部材１と、該固定部材１から延出
された支持部材２である。該支持部材２には該固定部材１からの延出部分を該延出方向に
いくに従って下方に傾斜した傾斜面３が形成され、該傾斜面３には該支持部材２の延出方
向に沿った溝４が断面Ｖ字状に形成されている。
【００１５】
また、該支持部材２は、該支持部材２の延出方向における先端側に軒樋Ｎの屋外側耳縁Ｎ
１と互いに係合するように形成された先端側係合部７と該支持部材２の延出方向における
後端側に前記軒樋Ｎの屋内側耳縁Ｎ２と互いに係合するように形成された後端側係合部８
を有する軒樋吊り部材６と、一体化されたものである。
【００１６】
なお、図中、符号９は支持部材１から後端側に延出された押圧片、Ｋは建屋の瓦、Ｗは鼻
隠し板であり、説明上、上記固定部材１を該鼻隠し板Ｗに固定するための部材は省略した
。
【００１７】
本実施例にあっては、上記支持部材１の傾斜面３に該支持部材１の延出方向に沿った溝４
を設け、該傾斜面３に降った雨水をこの溝４からつたわせて軒樋Ｎ内に落下させ、これに
より軒樋Ｎ・建屋壁面Ｗ間から雨水を建屋側に落下させて軒先を濡らすということがない
。
【００１８】
次ぎに本発明にかかる第二実施例を図３に基づき詳細に説明する。図３は本発明の第二実
施例にかかる軒樋吊り具の要部である傾斜面３を模式的に示した説明図である。
【００１９】
本実施例にあっては、傾斜面３にある上記溝４を階段形状５に形成したものである。
【００２０】
本実施例にあっては、建屋壁面に向かって吹く風があっても階段形状５によって雨水の逆
流を阻止し、上記傾斜面３に降った雨水を該傾斜面３に沿って軒樋Ｎ内に落下させ、これ
により雨水を軒樋Ｎ・建屋壁面Ｗ間から建屋側に落下させて軒先を濡らすということがな
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階段形状に形成し、各段
の該傾斜面に側縁から中央に向かって下方に窪ませた溝を、支持部材の延出方向に沿って
形成し

階段形状に形成し、各段の傾斜面に側縁から中央に向かって下方に窪
ませた溝を、支持部材の延出方向に沿って形成して



い。
【００２１】
【発明の効果】
本発明は、板状の固定部材と、該固定部材から延出された支持部材と、該支持部材の延出
方向における先端側に軒樋の屋外側耳縁と互いに係合するように形成された先端側係合部
と該支持部材の延出方向における後端側に前記軒樋の屋内側耳縁と互いに係合するように
形成された後端側係合部を有する軒樋吊り部材で主要部が形成される軒樋吊り具において
、上記支持部材の上面の少なくとも上記固定部材からの延出部分を該延出方向にいくに従
って下方に傾斜した傾斜面とし、該傾斜面に該支持部材の延出方向に沿った溝を設け、上
記傾斜面に降った雨水を軒樋内に落下させ、これにより軒先を濡らすということがないと
いう効果を有する。
【００２２】
また、他の発明にあっては、上記傾斜面を階段形状にし、これにより建屋壁面に向かって
吹く風があっても軒樋・建屋壁面間から雨水を建屋側に落下させて軒先を濡らすという課
題が生じない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一実施例にかかる軒樋吊り具を模式的に示した斜視図である。
【図２】図１の実施例を建屋に施工した際の説明図である。
【図３】本発明の第二実施例にかかる軒樋吊り具の要部である傾斜面を模式的に示した説
明図である。
【符号の説明】
１　固定部材
２　支持部材
３　傾斜面
４　溝
５　階段形状
６　軒樋吊り部材
７　先端側係合部
８　後端側係合部
Ｎ　軒樋
Ｎ１　屋外側軒耳
Ｎ２　屋内側軒耳
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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